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 都市居住地域における緑と無形的な環境特性との関係 
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abstract  The purpose of this study was to verify whether greenery is related to the passage of years and local 
community in urban residential area. The relationship between length of residence, the building years and local 
community to greenery amount was explored. It was found that length of residence contributes to greenery amount. 
However, the owner of dwelling house change hands, greenery in private garden is not inherited even if building 
doses not change.  
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1.章 研究の背景と目的 
都市の住環境評価においては、緑の存在は重要視され

ており、緑の確保は都市において重要な環境政策と考え

られている。緑の確保には、都市または敷地内で建造物

の建っていない場や空き地であるオープンスペースが必

要となる。都市計画において目的が決まっていない空き

地となるオープンスペースは、心理的な潤いを人々にも

たらし、防災上の役割を担う。また、造園分野では、オ

ープンスペースはそれ自体の存在に加えて、自然環境を

も内包し得ると捉えられる 1）。 
 しかし、都市の土地利用ではオープンスペースの確保

は困難となっている。例えば、東京都区部においては、

土地利用比率の 58.4％が宅地であり、道路が 22.0％、公

園 6.5％、水面等 4.8％、その他 4.2％、未利用地 2.4％、

農用地0.9％、原野0.8％、森林0.1％となっている 2）（平

成 28 年調査）。同様に宅地の比率は平成 23 年調査では

57.8％、平成 18 年調査で 57.2％と年々増加してきている

ことがうかがえる。宅地の比率は 6 割近くを占め、その

内訳の宅地利用比率は、公共用地15.3％、商業用地15.8％、

住宅用地 60.2％、工業用地 8.7％、農業用地 0％と住宅用

地が多くを占める。スペース確保の困難さから公の場で

の緑化の推進には限界があり、私有地である個々の住宅

での緑化が期待される。 
1-1. 個人住宅の庭の緑 
個人住宅の庭は植栽の場として機能する可能性があり、

庭面積は所有する土地の敷地面積や建ぺい率等の影響を

受ける 3）。緑化されうる庭の物理的な空間の確保を検討し

ていくことは重要な課題であるが、緑となる植生の生長

をもたらす時間的な側面についても検討していく必要が

ある。庭の維持管理に加え、所有者間や次世代への継続

継承も緑の保存を規定する要因になっていると考えられ

ることから、空間の確保に加え検討する必要がある。 
本研究では、庭の緑量には時間的な経過の影響がある

のかを調べるために、庭の所有者の居住年数や建物の建

築年数などの要因を調べる。 
1-2. 可動性の鉢植えの緑 
個人住宅においては、植生が植えられる土壌が確保さ

れた庭という空間以外にも緑が確保されている場所があ

る。例えば、玄関、ベランダや駐車場などであり、コン

テナやポットを設置することで緑化がなされ、庭の代替

という意味を持ち合わせる。鉢植えは私的な領域の外の

公的な場にも進出しており、例えば、住戸の表の路地・

街路等に設置された「あふれ出し」とみられる鉢植えは、

公有地にあたる場所で私的な利用となり得ている。 
鉢植えの緑は可動性の緑被空間を構成する緑とされ 4）、

庭などの土壌を確保した土地利用に限定されない設置が

可能である。そこで本研究では、都市において住戸の表

におかれた鉢植えの状況を把握する。 
鉢植えにおける園芸行為は、単に植栽の生育環境とだ

け機能しているわけではなく、路地において住戸の前に

置かれた鉢植えは、住人によって路地が自分の領域であ

ることを示す行為の一つとされ 5）、路地において促される

行動である。路地で鉢植えの所有者と他者が住民相互の

確認・承認を行う際、鉢植えが「小道具」として使用さ

れ、鉢植えを路地に置くという行為が、先住者による領

域侵犯の承認になっていることが指摘されている 6）。また、

鉢植えは、まず他者領域の使用権の獲得を達成するため

に路地出しされ、徐々に他者領域の私的使用領域を増幅
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 させるために利用されていると解釈されている 7）。 
以上のように、鉢植えを置く行動は、地域住民の領域

や地域活動にかかわると捉えられ、鉢植えによる緑環境

の形成は地域コミュニティと関連すると考えられる。そ

こで、本研究では鉢植えの設置と住民の地域とのかかわ

りとの関係を明らかにする。 
 
2. 章 研究の方法 
調査は、歴史的な路地の多い京都市の中心市街地にお

いて居住地区内の 126 の路地を選定した。京都市市街地

の緑被率は 25.8％であるが、調査地の緑被率は、学区の

範囲で捉えた場合、32学区中26学区が10％以下、6学区

が11～20％と低く、都市中心部の緑の少ない地域である。 
本論は、市民を対象とした質問票調査に基づく。アンケ

ート票は、126 の路地に接する 1000 の住戸に配布し回答

を依頼した。質問票回収は 278 票である。回答者の男女

比は男性40.3%、女性59.7％である。 
分析方法に関しては、まず、自宅の緑環境に関し、どの

ような住民の属性が緑確保の要因として影響しているの

かを、ついで、地域コミュニティと緑環境とのかかわり

をピアソンの積算相関係数による相関分析と偏相関分析

により調べる。なお、本文および要約統計表における有

意水準の表示は、**P<.01, *P<.05とする。 
 
3. 章 分析結果 
3-1. 自宅の緑量と居住年数の関係 
都市居住地の緑量の増加には植生が生長するための年

月の経過が関与することを踏まえ、個人住宅の緑の量は、

住居の建築年数という環境条件や居住年数といった居住

者の個人属性が影響するのかを検討する。建築年数と居

住年数に加え、居住者のアンケート回答者の年齢を検討

する。 
 自宅の緑量について、質問文「あなたは、ご自宅のみ

どり（庭、生垣、鉢植えなど）の量がどのくらいあると

思いますか。」に対する回答により測定した（図1参照）。 
 
 
 
 
 
 
 

【図-1】自宅の緑量 
 
また、建築年数については「あなたのお住まいは、建

築されてからおよそ何年経ちますか」に対する回答によ

り測定し、居住年数を「あなたは現在のお住まいに住ま

れて通算何年になりますか。」に対する回答により測定し

た。建築年数と居住年数の回答結果を表1に示す。 

【表-1】建築年数と居住年数の分布 

 
自宅の緑量への年月の影響を検討するため、「建築年

数」、「居住年数」、「年齢」と「自宅の緑量」との関係を

相関分析にて検討した。 
結果、「自宅の緑量」は、「建築年数」、「居住年数」、「年

齢」との間に有意な相関関係が認められた（表 2 参照）。

建築年数が長いほど、そして居住年数が長いほど、また、

回答者の年齢が高い人の自宅ほど緑量が多い傾向が示さ

れた。 
【表-2】自宅の緑量と年数・年齢との関係 

自宅の緑量 建築年数 居住年数 年齢

自宅の緑量 r=.177** r=.249** r=.194**
建築年数 － r=.498** r=.348**

居住年数 － － r=.564**

年齢 － － －

** p<.01  
 建築年数や居住年数と緑量とのかかわりが認められる

ということは、自宅の緑が年月の経過により生長した結

果として緑量が増加したことが一つの理由として想定さ

れる。年齢が高い人ほど、建築年数の長い住居に居住し、

年数も長いと想定される。したがって、居住者の年齢と

緑量との間に相関関係が認められることについては、年

月の経過による緑の生長によると考えられるが、年齢層

の高い人ほど緑を嗜好するなどといった可能性も残る。

そこで、以上の変数間どうしにて偏相関分析を行った。

「自宅の緑量」と「年齢」との関係より「居住年数」を

制御変数とし、居住年数の影響を取り除いた場合に、緑

量と年齢との間に有意な相関関係が見られるのかを検討

した。同様に、「居住年数」と「年齢」との関係より「自

宅の緑量」を制御変数とした分析、「居住年数」と「自宅

の緑量」との関係に「年齢」を制御変数とした分析、「居

住年数」と「自宅の緑量」との関係に「建築年数」を制

御変数とした場合、「建築年数」と「自宅の緑量」との関

係に「居住年数」を制御変数とした分析結果を表 3 に示

す。 
【表-3】偏相関分析の結果 

変数1 変数2 制御変数 偏相関係数

自宅の緑量 年齢 居住年数 n.s.

居住年数 年齢 自宅の緑量 r=.538**
居住年数 自宅の緑量 年齢 r=.169**
居住年数 自宅の緑量 建築年数 r=.184**
建築年数 自宅の緑量 居住年数 n.s.
建築年数 居住年数 自宅の緑量 r=.469**

**  p<.01,  *  p<.05,  n.s. 有意差なし  

 制御変数を検討した結果「居住年数」と「年齢」との

間、「居住年数」と「自宅の緑量」の間には、有意な相関

関係が認められたが、「自宅の緑量」と「年齢」との間に

は認められなかった。3つの変数の関係を概略図として図

n=274 
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 2に示す。 
 したがって、年齢が高い人ほど現在住まいの住居での

居住年数が長く、居住年数の長い住居ほど緑量が多い傾

向があるが、年齢と緑量とは直接関与するわけではない。

年齢が緑量に直接影響を及ぼすのではなく、居住年数が

長いことが結果として緑量の増加にかかわっていると考

えられる。つまり、居住年数の長い住居は、年月の経過

により緑が生長し緑量が増加するのではないかと考えら

れる。 
 また、「居住年数」と「自宅の緑量」との関係において

は、「建築年数」を制御変数とした偏相関分析にて、有意

な相関関係が認められた（表3参照）。建築年数の影響を

取り除いた場合にも、居住年数が長いほど自宅の緑量は

多い傾向がある。したがって、居住者が変わらない状態

で仮に建て替えなどが行われ、建築物が新しくなった場

合でも、庭などの緑は失われることなくある程度継承さ

れる可能性が想定される。 
 「建築年数」と「自宅の緑量」との関係においては、「居

住年数」を制御変数とした偏相関分析にて、有意な相関

関係が認められなかった（表3参照）。建築年数が古い住

居には、緑量が多い傾向がみられるのではなく、古い建

造の存在する住居の住人は、居住年数の長い人が多いと

考えられ、長い年月をかけて維持される庭などの緑が生

長した結果、緑量が多い傾向がもたらされるのだと考え

られる。3つの変数の関係を概略図として図2に示す。し

たがって、住居の所有者が変更され、新しい転入者が住

居を引き継いだ場合には、建築年数は古くても、庭など

の緑の全ては継承されていない可能性が示唆される。 
 自宅の緑量 年齢 

居住年数 

自宅の緑量 建築年数 

居住年数 
 

【図-2】自宅の緑量への年齢と建築年数のかかわり 
 
3-2. 可動性の鉢植えの緑 
（1）鉢植えの設置数 
 つぎに、個人住宅の表の街路等に置かれた鉢植えを対

象に、その設置にかかわる条件を検討する。地域コミュ

ニティが鉢植えの設置に与える影響を調べ、オープンス

ペース外における可動性の緑による緑化の可能性を考察

する。 
 家の前に設置された鉢植えの数を質問文「ご自宅では、

家の前の路地から見える場所に鉢植えをいくつおいてい

ますか。」に対する 5 つの選択肢による回答（n=241）を

得た。結果、「置いていない」が 17.8％、「一～三鉢」が

20.3％、「四～九鉢」35.7％、「十鉢以上」26.1%となった。 
 家の前の鉢植えの設置数は、庭との関係が大きいと考

えられるため、3-1の庭にかかわる環境条件と個人属性と

の関係を検討するため、家の前の「鉢植え数」、「居住年

数」、「建築年数」、「年齢」との関係を相関分析にて検討

した。その結果、家の前の「鉢植え数」は、いずれの変

数とも有意な関係は認められなかった。一方、「自宅の緑

量」と家の前の「鉢植え数」との間に有意な相関関係が

認められ（r=.213, p<.01, n=239）、自宅の緑量が多いほど、

鉢植えが多い傾向が示される。 
3-1 にて、「自宅の緑量」と「居住年数」とのかかわり

が認められたのに対し、「家の前の鉢植え数」は「居住年

数」とかかわりが認められない。庭の緑が年月の経過に

よって生長すると考えられる一方で、鉢植えの緑は、庭

などの土地利用形態にかかわらず可動性であることから、

年月の経過に制約されずに増やせる可能性がある。ただ

し、鉢植えの緑は小さいものが多いことが観察されるこ

とから、緑量の増加に貢献するためには設置数を増やす

必要があると考えられる。 
（2）地域コミュニティと鉢植えとの関係 
 既存研究により、鉢植えによる園芸行為は住環境にお

ける領域化との関係が見出されている。そこで、地域と

のかかわりが鉢植えの園芸行為に与える影響を調べるた

め、地域とのかかわりとして「地域活動」、および「近所

づきあい」を取り上げ、鉢植えの数とのかかわりを検討

する。 
 地域活動を質問文「あなたは、現在お住まいの地域の

町会・自治会活動にはどれくらい参加していますか。」に

対する回答を選択肢「いつも参加している」「ときどき参

加している」「あまり参加していない」「殆ど参加してい

ない」より測定した（n=275）。近所づきあいについては、

「あなたは、ご近所とどのようなおつきあいをしていま

すか。」との質問文において、「a)あいさつをする」、「b)
立ち話をする」、「c)おすそわけをする」の3項目を設けそ

れぞれの項目に対する回答」を測定した（図3参照）。 
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【図-3】近所づきあいの頻度 

 
 「地域活動」、「近所づきあい」と家の前の「鉢植え数」

との関係を相関分析にて検討した。その結果、家の前の

「鉢植え数」は、「地域活動」とは有意な相関関係が認め

られ、「近所づきあい」の 3 項目においては「a)あいさつ

をする」とは有意な関係が示されないものの、「b)立ち話

をする」、「c)おすそわけをする」とは有意な関係が認めら
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 れた（表4参照）。 
【表-4】鉢植えの数と地域とのかかわり 

鉢植え数 地域活動
「a)あいさ
つする」

「b)立ち話
をする」

「c)おすそわ
けをする」

鉢植え数 r=-.143* n.s. r=-.159* r=-.195**
地域活動 － r=.297** r=.417** r=.381**

「a)あいさつする」 － － r=.338** r=.322**
「b)立ち話をする」 － － － r=.606**

「c)おすそわけをする」 － － － －

** p<.01, * p<.05, n.s.有意差なし  
 鉢植えの数が多い住居の人ほど、地域活動として町

会・自治会活動への参加の頻度が高い傾向がある。近所

づきあいについては、あいさつ程度の軽微な関係におい

ては、鉢植え数とのかかわりは見られなかったものの、

鉢植えの数が多い人ほど、立ち話や近所とおすそわけを

するなどの行為の頻度が多い傾向がみられた。立ち話よ

りもおすそわけの方が相関係数が高いことからも、近所

づきあいとしてより深い関係を示す行為に鉢植えとのか

かわりが強いことが示された。 
 この結果は、鉢植えの設置と地域へのかかわりとの関

係において、因果関係を示すものではないが、鉢植えに

よる園芸活動は、手入れなどを目的に住戸の表に出る機

会を増やすことで、近所との会話や交流のきっかけとな

り、挨拶以上のより親密な関係の構築に寄与する可能性

がある。ご近所との花や緑を通じた会話など交流やコミ

ュニケーションのきっかけとなることが想定され、ご近

所や地域のコミュニティとかかわりが高まることが予想

される。 
 住戸の前に設置された鉢植えには、敷地内に置かれた

鉢と敷地外にあふれ出した鉢とがあり、敷地外に置かれ

た鉢に関しては、その設置場所や量によっては、通行の

じゃま等の迷惑を生じさせる場合もある。近所づきあい

などによって、鉢植えの設置の仕方に関して近隣や地域

の人々と共通の理解が得られていれば、迷惑になるほど

数多く置きすぎることは防げる可能性がある。鉢植えの

数が多すぎる場合に、地域へのかかわりが薄く、共通の

認識が得られていない場合があることが予想される。そ

のため、鉢植えが多すぎる設置数の人に、一部地域への

かかわりが薄い住人がいる可能性も示唆される。 
 
5. 章 考察 
都市居住環境の緑に関して、住人の居住年数の長い住

居では、長い年月をかけて維持される庭などの緑が生長

し緑量が増加すると考えられた。しかし、移転などによ

って所有者が変更され、新しい転入者が住居を引き継い

だ場合には、建築年数が古い住居であっても、庭などの

緑は継承されていない可能性が示唆される。 
オープンスペースや庭といった土地利用に限定されな

い緑被空間の形成が可能な可動性の鉢植えの緑は、庭の

緑量とは異なり居住年数の影響を受けにくいことが示さ

れた。隙間のスペース、土壌のない場所や住戸の前にも

設置が可能で、路上における緑景観に貢献し、一つ一つ

の鉢植えの緑は小さいものの、即効性のある緑化が可能

である。また、鉢植えの緑は手入れなどで路地に出る機

会を増やし、立ち話やおすそわけ等の近所づきあいを促

進し、地域活動の参加を高めると示唆される。鉢植えの

数は、近所づきあいや地域活動といった地域コミュニテ

ィとのかかわりを示す指標になり得る可能性が示された。

地域コミュニティに関する既存研究によれば、地域と接

する時間や機会が地域の愛着に影響を及ぼす大きな要因

になり得ること 8）や地域への愛着は地域活動への参加意

欲を促す 9）と指摘されているなど、地域コミュニティと

愛着とのかかわりが示されている。また、近所づきあい

を含めた地域コミュニティによって定住意向は変わると

の研究も示されている 10）。地域コミュニティに関して、

近所づきあいなどの地域と接する時間や機会は、居住環

境の私的領域の円滑な使用にかかわり、緑の設置にもつ

ながると示唆され、地域コミュニティの促進と緑環境と

の形成が相互に貢献していると考えられる。 
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